
「⽔防災意識社会再構築ビジョン」に基づく
取組方針改定について

R２第１回神奈川県⼤規模氾濫減災協議会



取組方針の改定について

■ハード対策(全地域共通)
・河床掘削、樹木伐採等の緊急実
施

・遊水地等の整備を加速
・要望箇所への危機管理型水位計、
簡易型河川監視カメラ整備

■ソフト対策
(全地域共通)
・タイムライン、ハザードマップ
の作成(令和２年度)

・要配慮者利⽤施設の避難確保計
画作成(令和３年度)

・マイタイムライン等の整備・普
及促進

(藤沢・相模原、厚木、平塚、県⻄地域)

・ダム放流情報に係るホットライ
ン等を改善

背 景
○ 平成30年7⽉豪⾬をはじめ、近年各地で⼤水害が発⽣していることを受け、「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急⾏動計画
が平成31年１⽉に改定。

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)において、23河川150箇所の施設被害、７河川８箇所での溢水被害が発⽣。
また、城⼭ダムでは運⽤開始以来初めて異常洪水時防災操作(緊急放流)を実施したが、情報の受伝達に遅れなどが発⽣。

改定概要
○ 緊急⾏動計画改定を踏まえた対応 ︓⽬標時期の明確化 水害対応タイムライン、ハザードマップの作成(令和２年度)

要配慮者利⽤施設における避難確保計画の作成(令和３年度)
︓新たな取組の追加 わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン等)に係る取組実施

共助の仕組みの強化(高齢者福祉部局等との情報共有) 等
○ 令和元年東⽇本台⾵を踏まえた対応︓「神奈川県水防災戦略」に基づき、被害を最⼩化するため、河床掘削・樹木伐採等を緊急

的に実施 、遊水地や流路のボトルネック箇所等の整備を加速
︓ダム放流情報に係るホットライン等を改善 等



取組方針の改定について（参考）

国⼟交通省資料



取組方針の改定について（参考）
◇ 「神奈川県⽔防災戦略」について
○ 令和元年東⽇本台⾵の水害における課題や教訓を踏まえ、
「神奈川県水防災戦略」を令和２年２⽉に策定、以下対策を実施する
（１） 緊急に実施することで被害を最⼩化するハード対策
（２） 中⻑期的な視点で取組みを加速させるハード対策
（３） 災害対応⼒の充実強化に向けたソフト対策

（１）緊急に実施するハード対策

溢水箇所などへの
嵩上げコンクリート工事の実施

⽼朽化護岸の整備

河床掘削・樹木伐採の実施

（２）取組みを加速させるハード対策

（３）ソフト対策

遊水地や流路の
ボトルネック箇所等の整備

(引地川下⼟棚遊水地完成ｲﾒｰｼﾞ)

水害図上訓練の実施危機管理型水位計、
簡易型河川監視カメラの設置



取組方針の改定について（参考）
◇ ダム放流情報に係るホットラインについて
○ 昨年６⽉に構築したホットラインについて、昨年10⽉の城⼭ダムの
緊急放流における流域市町との情報の受伝達の課題を踏まえ改善

【改善①】最新の情報を、迅速かつ正確な情報の
共有のため、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳの導入

LINEWORKS等によるダムホットラインの改善

【改善③】情報量を増やすとともに、
しっかり伝わるよう伝達内容の⾒直し

【改善②】受伝達者、伝達方法及び
項⽬を整理するなど、運⽤体制の⾒直し



台風19号を踏まえた取組について（横浜・川崎地域）

■ハード対策
河床掘削、樹木伐採等
・帷⼦川他６河川９箇所において実施（令和２年度）
⽼朽化護岸の整備
・早淵川において実施（令和２年度）
遊水地等の整備
・恩⽥川、柏尾川、⽮上川において実施（令和２年度）
危機管理型水位計整備、簡易型河川監視カメラの整備
・必要性の高い箇所から順次実施
避難⾏動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・防災無線難聴箇所への多様な情報伝達手段の検討
・水防本部浸水を考慮した本部代替施設の必要性の検討

■ソフト対策
情報伝達、避難計画等に関する取組
・避難勧告発令に着⽬したタイムラインの検証と⾒直し
・洪水ハザードマップの各⼾配布等活⽤⽅法の検討
・既指定避難場所以外の応急的な避難場所の拡充
防災教育や防災知識の普及
・わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン・
防災メモ等)に係る取組の加速

・遊水地や⾬水調整池を含めた総合治水の普及啓発

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)等を踏まえ、県、市が連携し、横浜・川崎地域

の減災対策を強化し推進していく。



台風19号を踏まえた取組について（三浦半島地域）

■ソフト対策
情報伝達、避難計画等に関する取組
・要配慮者の円滑な避難体制の構築のため、庁内外の連絡体
制の強化

防災教育や防災知識の普及
・わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン・防災
メモ等)に係る取組の加速

水防活動の効率化及び水防体制の強化に向けた取組
・消防団への既存連絡体制の再整備

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)等を踏まえ、県、市町が連携し、三浦半島地域

の減災対策を強化し推進していく。

■ハード対策
河床掘削、樹木伐採等
・⽥越川、平作川において実施（令和２年度）
⽼朽化護岸の整備
・平作川において実施（令和２年度）
危機管理型水位計整備、簡易型河川監視カメラの整備
・必要性の高い箇所から順次実施



台風19号を踏まえた取組について（藤沢・相模原地域）

■ソフト対策
情報伝達、避難計画等に関する取組
・ダム放流情報に係るホットライン等を改善
・緊急放流を含めたタイムラインの⾒直し
・要配慮者等に対する関係部局との支援体制の強化
・水害時の避難所の運営体制の⾒直しと強化
・ハザードマップの有効活⽤⽅法の⾒直し
・既指定避難場所以外の応急的な避難場所の必要性の検討
防災教育や防災知識の普及
・わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン・防災
メモ等)に係る取組の加速

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)等を踏まえ、県、市町が連携し、藤沢・相模原
地域の減災対策を強化し推進していく。

■ハード対策
河床掘削、樹木伐採等
・相模川他10河川19箇所において実施（令和２年度）
護岸嵩上げ等の整備
・境川、⽬久尻川、引地川において実施（令和２年度）
⽼朽化護岸の整備
・⼩出川他３河川５箇所において実施（令和２年度）
遊水地等の整備
・境川、引地川、⼩出川において実施（令和２年度）
危機管理型水位計整備、簡易型河川監視カメラの整備
・必要性の高い箇所から順次実施
避難⾏動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・⾏政防災無線難聴地区の解消の促進
・必要に応じて、防災⾏政無線の⼾別受信機を追加配備



台風19号を踏まえた取組について（厚木地域）

■ソフト対策
情報伝達、避難計画等に関する取組
・ダム放流情報に係るホットライン等を改善
・緊急放流を含めたタイムラインの⾒直し
・想定最⼤規模降⾬による洪水ハザードマップ策定の促進
・広域避難所の必要性について精査し、必要に応じて近隣市町村
等と検討

・増設を含めた避難場所の検討と⾒直し
防災教育や防災知識の普及
・わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン・防災メモ
等)に係る取組の加速

水防活動の効率化及び水防体制の強化に向けた取組
・情報伝達訓練・共同点検を引き続き実施し、関係機関との連絡
体制を強化

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)等を踏まえ、県、市町村が連携し、厚木地域の減
災対策を強化し推進していく。

■ハード対策
河床掘削、樹木伐採等
・⼩鮎川他５河川５箇所において実施（令和２年度）
⽼朽化護岸の整備
・⽟川において実施（令和２年度）
危機管理型水位計整備、簡易型河川監視カメラの整備
・必要性の高い箇所から順次実施
避難⾏動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・防災無線難聴箇所への⼾別受信機・防災ラジオの導⼊・増設の
検討



台風19号を踏まえた取組について（平塚地域）

■ソフト対策
情報伝達、避難計画等に関する取組
・ダム放流情報に係るホットライン等を改善
・緊急放流を含めたタイムラインの⾒直し
・タイムラインに基づく実践的な訓練の実施の検討
・要配慮者利⽤施設の避難確保計画の作成の促進
・地域の実情に応じた避難場所の検討・⾒直し
防災教育や防災知識の普及
・各地域の特性を踏まえた防災研修会を検討。
・わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン・
防災メモ等)に係る取組の加速

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)等を踏まえ、県、市町が連携し、平塚地域の減災

対策を強化し推進していく。

■ハード対策
河床掘削、樹木伐採等
・⾦⽬川他10河川20箇所において実施（令和２年度）
護岸嵩上げ等の整備
・⾦⽬川、歌川において実施（令和２年度）
⽼朽化護岸の整備
・鈴川他４河川６箇所において実施（令和２年度）
危機管理型水位計整備、簡易型河川監視カメラの整備
・必要性の高い箇所から順次実施
避難⾏動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・防災無線難聴箇所への多様な情報伝達手段の検討



台風19号を踏まえた取組について（県⻄地域）

■ソフト対策
情報伝達、避難計画等に関する取組
・ダム放流情報に係るホットライン等を改善
・緊急放流を含めたタイムラインの⾒直し
・想定最⼤規模降⾬による洪水ハザードマップ策定の促進
・近隣市町村と連携のもと、広域避難計画の作成の促進
防災教育や防災知識の普及
・わたしの避難⾏動(マイマップ・マイタイムライン・防災メモ
等)に係る取組の加速

水防活動の効率化及び水防体制の強化に向けた取組
・関係機関が連携した点検・訓練の検討・促進

○ 令和元年東⽇本台⾵(台⾵19号)等を踏まえ、県、市町が連携し、県⻄地域の減災

対策を強化し推進していく。
■ハード対策
河床掘削、樹木伐採等
・酒匂川他８河川18箇所において実施（令和２年度）
⽼朽化護岸の整備
・洞川、要定川、仙了川において実施（令和２年度）
流路のボトルネック箇所の整備
・⼭王川において実施（令和２年度）
危機管理型水位計整備、簡易型河川監視カメラの整備
・必要性の高い箇所から順次実施
避難⾏動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・防災無線難聴箇所への多様な情報伝達手段の検討。
・⼟のう袋やブルーシート等の水防資機材の拡充の促進


